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糖尿病は内因性インスリン分泌能が経年的に低

下する進行性の疾患であることが提唱されるよう

になった�,�)が, 既存の治療ではその進行を抑制す

ることは困難であると考えられている｡ 糖尿病治

療薬として約��年ぶりの新薬となるインクレチン

関連薬は膵β細胞をアポトーシスから保護し�,�),

再生を促す作用が動物レベルで認められており�,�),

内因性インスリン分泌能保持の観点からも幅広く

糖尿病患者に使用されうる薬剤であると考えられ

る�)｡

インクレチン関連薬は糖尿病治療薬の中でも全
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糖尿病治療薬として新しい作用機序を有するシタグリプチンに関する実臨床における有

効性と安全性について多施設共同研究を行った｡ 方法：Ｈ��年��月からＨ��年��月までに

同薬を新規開始された�型糖尿病��例 (年齢 ����±����歳, �������±���) を対象とし

た｡ シタグリプチン開始時の併用薬はスルホニル尿素薬 (��) 単独����％, ビグアナイ

ド (��) 単独���％, チアゾリジン ( !") 単独����％, �種以上併用����％, 併用なし

����％であった｡ 結果：平均#$%�&は���±���％から��週後には���％低下した｡ #$%�&

���％未満達成率は����％から����％に増加し, 投与前#$%�&に対する��週後の#$%�&

改善率が'％以上を加えると有効率は��％であった｡ 併用薬別では��単独, ��単独,

 !"単独で#$%�&はそれぞれ����％, ����％, ����％低下し, いずれも平均#$%�&は(

％以下となったが, 多剤併用群では十分な改善ではなかった｡ 投与中に重症低血糖はなかっ

た｡ 結語：本剤は慎重に使用すれば副作用なく��％に血糖改善効果が認められた｡
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